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新規就農者へのサポート

農業次世代人材投資事業（準備型）
○対象者：就農を目指し、先進農家等で研修を受ける者
　　　　　（年齢要件あり）
○内　容：・年間 150 万円交付（最長 2年間）
　　　　　・研修先、研修内容等の要件あり
　　　　　・就農しない場合は返還が必要　など

農業次世代人材投資事業（経営開始型）

下呂地域担い手育成総合支援協議会
【通称：楽農楽食くらぶ】

○対象者：認定新規就農者として独立・自営就農する者
　　　　　（年齢要件あり）
○内　容：・年間 150 万円交付（最長 5年間）
　　　　　・経営開始５年までに農業で生計が成り立つ
　　　　　　計画に基づき、適切な農業経営を行っている
　　　　　　こと　
　　　　　・営農を継続しない場合は返還が必要　など

下呂市農務課（総合窓口　TEL:53-2010)
下呂市農業委員会（農地情報提供等）
下呂市認定農業者協議会（研修受入等）
下呂農林事務所（就農計画作成等）
飛騨農業協同組合（資材情報、販路流通支援等）

　

金
山
町
菅
田
地
区
で
は
、
昨
年
11
月
、
７
カ
所
の
会
場
で
、
農
地
集
積
に
向
け

て
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
内
容
は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
権
利
設
定
に

つ
い
て
。

　

同
地
区
に
は
、
有
限
会
社
す
が
た
ら
い
す
（
中
島
悠
代
表
取
締
役
）
と
株
式
会

社
佐
古
牧
場
（
佐
古
健
代
表
取
締
役
）
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
農
作
業
委
託
等
を
請
け
て
き
た
が
、
今
回
初
め
て
農
地
中
間
管
理
事

業
を
利
用
し
た
権
利
設
定
を
行
っ
た
。

　

説
明
会
の
場
で
は
、「
今
は
（
田
ん
ぼ
を
）
や
れ
て
い
る
が
将
来
が
不
安
」
や

「
後
継
者
が
い
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
、（
有
）
す
が
た

ら
い
す
中
島
悠
代
表
が
「
菅
田
の
農
地
は
私
た
ち
が
守
る
」
と
約
束
し
た
こ
と
で
、

出
席
者
の
多
く
が
貸
付
に
合
意
し
、
約
５
０
ｈ
ａ
の
集
積
が
実
現
。
下
呂
市
の
集

積
目
標
の
追
い
風
と
な
っ
た
。

　

今
回
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
集
積
し
た
こ
と
に
よ
り
菅
田
地
区
に
は
国
よ
り
地
域

集
積
協
力
金
が
交
付
さ
れ
、
地
域
農
業
の
活
動
資
金
に
充
て
ら
れ
る
。

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
離
農
が
進
む
中
、
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
育
成
は
全
国
的

な
課
題
で
す
。
市
で
は
、
国
の
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
」
な
ど
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
徐
々
に
実
績
は
上
が
り
、
平
成
23
年
か
ら

昨
年
ま
で
の
就
農
者
は
26
名
を
数
え
ま
す
（
う
ち
女
性
４
名
）。
こ

れ
ま
で
の
就
農
者
の
半
数
は
故
郷
を
離
れ
定
住
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
で
、

家
族
で
移
住
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
市
の
人
口
増
加
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
「
下
呂

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
の
一
角
を
担
い
、
農
地
や

空
家
を
紹
介
し
た
り
、
地
域
の
顔
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
農
業
研
修
生
は
、
飛
騨
ト
マ
ト
の
経
営
を
目
指
す
７
名
を
予
定
し
て
お

り
、
う
ち
３
名
の
就
農
地
が
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
農
地
（
ハ
ウ
ス

面
積
で
20
ア
ー
ル
～
）
や
空
家
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
る
方
は
、
地
域
の
農
業
委
員
、

ま
た
は
事
務
局
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
新
規
就
農
の
相
談
は
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金
山
町
菅
田
地
区
で
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
集
積

新
規
就
農
者

増
加
中
！

農
地
と
住
宅
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

農地中間管理機構の仕組み
農地の所有者

農地を貸付

（一社）岐阜県農畜産公社
（岐阜県農地中間管理機構）

農地を転貸

担い手（農業者）

農地中間管理事業・・・
平成３５年までに担い手の農地利用が日本の
全農地の８割を占めることを目標として平成
２６年より始まった取り組み。



「
農
家
に
恋
２
０
１
８
」
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
30
年
８
月
～
11
月
に
実
施
し
た
農

地
の
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

に
つ
い
て
、
下
呂
市
全
体
の
耕
作
放
棄
地

は
３
０
８
ｈ
ａ
で
、
そ
の
う
ち
６
０
ｈ
ａ

が
再
生
可
能
な
農
地
（
１
号
遊
休
農
地
）、

２
４
８
ｈ
ａ
が
山
林
・
原
野
化
な
ど
に
よ
り

再
生
困
難
な
農
地
で
し
た
。
＝
左
表
・
グ
ラ

フ
参
照
。

こ
れ
ら
の
農
地
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
で

農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

遊
休
農
地
利
用
意
向
調
査
に
つ
い
て

は
１
号
遊
休
農
地
所
有
者
の
方
に
意
向
調
査

を
行
い
、
自
己
・
貸
出
に
よ
る
耕
作
再
開
に

つ
な
が
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
一
朝
一
夕
に
は
い

か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
再
生
不
可
能
な
状

態
に
さ
せ
な
い
た
め
に
草
刈
り
等
適
正
な
農

地
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
み
な

さ
ま
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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上
記
利
用
状
況
調
査
で
把
握
し
た
１
号
遊

休
農
地
の
所
有
者
等
の
方
へ
は
、
同
法
32
条

に
基
づ
き
、
農
地
の
利
用
意
向
調
査
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
対
象
者
は

１
９
０
名
と
な
り
、
現
在
集
計
中
で
す
。
調

査
は
筆
ご
と
の
選
択
方
式
で
左
表
①
～
⑥
よ

り
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
段
の
解
消
手
だ
て
が
な
い
場
合
は
、
①

ま
た
は
②
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
休

農
地
の
解
消
努
力
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
ま

す
の
で
、
制
度
利
用
の
意
向
を
お
示
し
い
た

だ
け
る
と
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

貸
し
借
り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
必
ず
し
も
成
立

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
本
調
査
後

も
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

現在までの利用意向調査集計値（H31.2.8 現在）
選択項目 回答人数 回答別割合

①中間管理事業の利用

②農地所有者代理事業の利用

③自ら相手を探す

④自ら耕作する

⑤自ら保全管理する

⑥その他

回答済人数（対象者１９０人中）

５２

４

１

１０

４１

３

１１１

５０％

４７％

３％

　

昨
年
11
月
に
萩
原
町
四
美
「
南
ひ
だ
健

康
道
場
」
に
て
農
業
委
員
会
主
催
（
共
催

Ｊ
Ａ
ひ
だ
）
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
農
家
に
恋

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
市
内
農
業
後
継
者
の
結
婚
対
策
に
寄

与
す
る
目
的
で
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
農
家
・
農
業
後
継
者
男

性
13
名
と
市
内
外
か
ら
の
女
性
11
名
が
参
加

し
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

で
交
流
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
タ
ー
プ
の
下
で

農
業
委
員
が
参
加
者
男
性
の
自
慢
の
野
菜
を

使
用
し
、
焼
き
芋
、
天
ぷ
ら
な
ど
を
提
供
し

女
性
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

最
終
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
タ
イ
ム
は
い
い
な

と
思
う
異
性
の
番
号
を
投
票
し
、
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
仕
組
み
。
結
果
、
見
事
４
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
金
森

茂
俊
が
「
カ
ッ

プ
ル
に
な
っ
た

方
々
は
末
永
く

お
付
き
合
い
を

続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
福
し

イ
ベ
ン
ト
が
終

了
し
ま
し
た
。



門和佐地区　獣害防除柵が完成
■
今
井
さ
ん
（
以
下
敬
称
略
）：
中
村
地
区
の
獣
害
防
除
柵
が
他
と
違
う
の
は

山
の
中
に
張
っ
た
こ
と
。
見
え
る
と
こ
ろ
に
張
る
と
人
間
が
檻
の
中
に
住
ん

ど
る
よ
う
な
気
に
な
る
で
し
ょ
（
笑
）
だ
か
ら
ほ
と
ん
ど
山
の
中
。
ほ
ん
と

に
張
っ
た
ん
か
っ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い
。
こ
こ
（
自
宅
）
来
る
と
き
見
え
ん

か
っ
た
で
し
ょ
？

●
農
業
委
員
会
（
以
下
農
委
）：
山
の
中
に
張
る
と
作
業
手
間
が
大
変
で
す
ね
。

■
今
井
：
そ
う
。
延
長
も
長
う
な
る
し
。
け
ど
、
管
理
は
楽
や
。
山
の
中
や
で

草
刈
ら
ん
で
い
い
の
よ
。
で
も
、
山
で
も
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
す
る
人
は
お
っ

て
、手
入
れ
が
し
て
あ
る
所
は
、さ
ら
に
そ
の
奥
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
て
張
っ

た
。
柵
を
張
っ
た
こ
と
で
こ
れ
ま
で
草
刈
り
し
て
あ
っ
た
場
所
が
放
棄
さ
れ

る
こ
と
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
。
柵
張
っ
た
と
こ
ろ
草
刈
ろ
う
と
思
う
と
大

変
や
よ
。
刃
が
痛
む
し
、
危
な
い
し
。
あ
と
絶
対
、
柵
の
せ
い
で
不
便
に
は

し
た
く
な
か
っ
た
。扉
は
最
初
に
何
枚
も
図
面
を
書
い
て
、

２
５
ｍ
に
１
つ
の
間
隔
で
つ
け
た
よ
。

●
農
委
：
扉
が
２
５
m
間
隔
だ
と
相
当
数
が
必
要
で
す
ね
。

そ
の
扉
は
女
性
陣
が
つ
く
ら
れ
た
と
か
？

■
今
井
：
そ
う
。
２
２
０
枚
以
上
作
っ
て
く
れ
た
ん
や
で
。

●
農
委
：
２
２
０
枚
！
す
ご
い
！
！

■
今
井
：
女
性
に
は
声
か
け
ん
と
だ
め
。
女
性
に
声
か
け
る
と
連
鎖
す
る
の
。

結
果
、
延
べ
人
数
で
は
す
ご
い
人
数
が
作
業
し
て
く
れ
た
よ
。

●
農
委
：
計
画
か
ら
設
置
ま
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
か
か
っ
た
ん
で
す
か
。

■
今
井
：
１
年
半
ほ
ど
か
な
。
あ
る
程
度
み
ん
な
に
話
す
ま
で
は
自
分
で
勉
強

し
て
、
知
識
を
蓄
え
て
か
ら
説
明
し
て
、
そ
れ
で
同
意
し
て
も
ら
っ
た
。
役

員
は
俺
が
勝
手
に
３
人
決
め
て
、
ル
ー
ト
と
地
図
は
自
分
で
作
っ
た
。
何
十

枚
も
刷
り
直
し
た
ん
や
で
。
何
っ
回
も
練
り
直
し
て
。
何
す
る
に
も
さ
、
た

だ
漠
然
と
向
か
っ
て
も
絶
対
に
失
敗
す
る
の
。
こ
れ
は
集
落
が
一
つ
に
な
る

い
い
チ
ャ
ン
ス
や
と
思
っ
て
本
当
に
綿
密
に
や
っ
た
。
こ
う
い
う
の
は
、
船

頭
は
一
人
の
方
が
い
い
の
よ
。
進
ま
ん
で
。
ほ
ん
と
、
柵
の
勉
強
し
は
じ
め

た
と
き
か
ら
、
完
成
慰
労
会
ま
で
、
最
初
っ
か
ら
全
部
俺
の
頭
の
中
に
あ
っ

た
の
。

●
農
委
：
慰
労
会
ま
で
で
す
か
（
笑
）

■
今
井
：
う
ん
。
慰
労
会
の
流
れ
ま
で
も
う
出
来
と
っ
た
で
（
笑
）
手
伝
っ
て

く
れ
た
他
地
区
の
若
い
人
達
も
来
て
く
れ
た
よ
。
門
和
佐
（
６
町
内
会
に
わ

か
れ
て
い
る
）
な
ん
て
ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
る
と
こ
ろ
で
、
自
分
ん
ト
コ
、

余
所
ん
ト
コ
な
ん
て
も
う
区
別
し
と
っ
た
ら
ダ
メ
。

●
農
委
：
設
置
を
終
え
て
、
良
か
っ
た
と
思
う
事
は
？

■
今
井
：「
船
頭
は
一
人
」
な
ん
て
言
っ
た
け
ど
さ
、
結
果
、
俺
じ
ゃ
な
く
て
、

参
加
し
て
く
れ
た
人
や
、
扉
作
っ
て
く
れ
た
女
性
達
が
良
か
っ
た
っ
て
言
っ

て
く
れ
て
、
そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
か
な
。
作
業
を
土
日
に
や
っ
た
こ
と
で
、

高
齢
者
の
家
は
息
子
ら
が
作
業
の
た
め
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
そ
う
い

う
の
が
み
ん
な
嬉
し
か
っ
た
ん
や
と
思
う
よ
。

●
農
委
：
と
は
い
え
、
ま
と
め
あ
げ
る
「
船
頭
」
の
責
任
は
重
か
っ
た
の
で
は
。

■
今
井
：
最
初
、
市
か
ら
柵
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
こ
れ
は
う
ま
く
や
れ
ば
集

落
が
一
つ
に
な
る
と
思
っ
た
。
だ
け
ど
失
敗
す
れ
ば
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、

「
も
う
お
ま
え
の
言
う
こ
と
な
ん
か
聞
か
ん
ぞ
」
と
な
る
。
そ
れ
は
覚
悟
の

上
で
や
っ
た
。
で
も
、
う
ま
く
い
っ
て
旨
い
酒
が
飲
め
れ
ば
さ
。
み
ん
な
で

酒
を
飲
む
っ
て
事
は
大
事
や
よ
。
そ
ん
な
良
い
こ
と
っ
て
他
に
な
い
で
し
ょ

（
笑
）

　

今
井
さ
ん
の
話
は
と
に
か
く
面
白
く
、
予
定
時
間
以
上
に
お
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
目
的
で
あ
る
獣
害
対
策
の
先
に
、地
域
の
結
束
を
見
据
え
て
計
画
し
、

見
事
実
行
さ
れ
て
い
る
の
が
カ
ッ
コ
良
く
、「
使
命
感
」「
決
断
力
」「
人
間
力
」

あ
ふ
れ
る
頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
感
じ
ま
し
た
。（
今
井
慎
太
郎
委
員
取
材
）

門
和
佐
地
区
は
、
平
成
28
年
よ
り
獣
害
防
除
柵
の
設
置
を
は

じ
め
、昨
年
30
年
に
全
地
区
の
防
除
柵
が
完
成
し
た
。今
回
は
、

中
村
地
区
の
今
井
寿
広
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

△今井寿広さん
独自に獣害防除柵について学
び、計画、設計、設置まで中村
地区の柵設置事業を総括

△女性グループが作った扉

【下呂　門和佐地区】
鳥獣被害防止総合対策事業
進入防止柵
物理柵（ワイヤーメッシュ柵）２m×２m
総延長：26,570m（全地区合計）

鳥獣害対策へのお問合せ
下呂市農務課　鳥獣害担当
TEL：53-2010　内線 154

△昨年のチラシ



農家の経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業の時事問題解説に力を入れ、事例が豊富です！

農業者の視点でお届けします

お申込みは農業委員会まで
月 ７００円週 刊《金曜日発行》

　＜編集後記＞
　昨年は、７月の豪雨、９月の台風と下呂市において
も各集落に甚大な被害をもたらしました。
　そんな状況の中、今年度も１１月に農地利用状況調
査を全委員で終わらせました。
　調査では、災害による農地の流失・土砂の流入堆積
などの現場を目の当たりにし、農家の高齢化が進む中
でこれからの維持管理に危惧を感じました。
　今回の農業委員会だよりでは、これから自分達の集
落を守り抜くための各地域における取り組み事例や、
調査結果報告などを掲載させていただきました。
　『自分達の集落は自分達で守る』そんな活動に繋が
ればと思います。（髙木康則）

●編集委員
　・二村　昭司　　・今井　慎太郎　・髙木　康則
　・林　　忠和　　・大森　公治

農
業
者
年
金
で
生
涯
所
得
の
確
保
を
！

農業者年金で未来の自分へ安心を
積み立てませんか？
少 子高齢化に強い積 立 方式・確定
拠出型年金です。

① 年間６０日以上の農業従事
② 国民年金第１号被保険者
③ ６０歳未満　　　　　　　
以上を満たせばどなたでも加入できます。
農地権利等の条件はありません！

年／回 申請締切 総　会 年／回 申請締切 総　会

平成３１年
第４回

３月２０日（水） ４月３日（水）
新元号元年
第１０回

９月２０日（金）１０月１日（火）

新元号元年
第５回

４月１９日（金） ５月７日（火）
新元号元年
第１１回

１０月１８日（金）１１月５日（火）

新元号元年
第６回

５月２０日（月） ６月３日（月）
新元号元年
第１２回

１１月２０日（水）１２月４日（水）

新元号元年
第７回

６月２０日（木） ７月３日（水）
新元号２年
第１回

１２月２０日（金） １月７日（火）

新元号元年
第８回

７月１９日（金） ８月２日（金）
新元号２年
第２回

１月２０日（月） ２月３日（月）

新元号元年
第９回

８月２０日（火） ９月３日（火）
新元号２年
第３回

２月２０日（木） ３月３日（火）

下呂市農務課
ＴＥＬ：0576-53-2010

平成３１年度　農業委員会総会日程・申請日締切日 農振除外申請は
５月３１日まで

農業振興地域（農振）の
農用地区域になっている農
地を農地以外の目的に転
用する場合は、農振除外
の手続きが必要です。
詳しくは広報げろ4月号で
掲載します。

　

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

（
千
円
単
位
で
）
加
入
者
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
保

険
料
の
額
は
い
つ
で
も
見
直
し
で
き
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

制度の説明は随時承ります。
事務局までご連絡ください。

加入年齢 加入年数 性別 月額保険料
４万円の場合

月額保険料
６万７千円の場合

４０歳 ２０年
男性 ６０万円 １０１万円

女性 ５１万円 ８５万円

５０歳 １０年
男性 ２７万円 ４５万円

女性 ２３万円 ３８万円

支給額の試算（年額）

※６５歳までの運用利回り2.5%、６５歳以降予定利率 0.35%で試算
※制度発足以降15 年間（H28まで ) の運用利回り平均は、年率 2.77%
　です


